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 厚生労働省から発表された「平成 18 年度上半期における障害者の職

業紹介状況」によると、ハローワークにおける障害者の就職件数は初め

て４万件を超え、過去最高となった。中でも、知的障害者の就職件数は

著しく伸びているが、知的障害者の事務的職業への就職件数はまだ多い

とは言えない状況にある。企業の障害者雇用をすく新していくためには、

知的障害者の雇用の促進が不可欠であり、知的障害者の就職の状況を踏

まえれば、事務的職業への雇用を促進することにより、知的障害者の雇

用が大きく伸びることが期待される。 

 そこで本調査では、２ヶ年計画により知的障害者の事務的職業への雇

用の実態を明らかにし、それを元に雇用事例を収集・整理し、知的障害

者の雇用の促進に資するものである。初年度である平成 19 年度は、ア

ンケート調査を実施し、集計・分析を行ったところである。 
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